
資料５ 

【赤塚郷土研究会】

佐潟周辺の自然(砂丘)及び歴史文化の活用とその保全・改善について

１ 概要 

佐潟の背後に広がる砂丘は、越後平野を形成した広大な砂丘の中でもかつての地形

をとどめている貴重な場所であり、砂丘とあわせた赤塚地区の街歩きの計画や、砂丘

を通して佐潟の魅力を発信していくなどの取り組みをすすめるもの。 

２ 経緯 

○平成 28年度から、新潟国際情報大学と連携し砂丘ウォーキング講座を開催
○平成 29年度は、赤塚佐潟歴史ガイドの協力により砂丘のコースも案内を開始
○赤塚・佐潟地図研究会の会議を立ち上げ、赤塚や佐潟を散策する際の資料として

活用するマップ作りを検討している。

３ 課題・問題点など 

○佐潟の水源である砂丘や御手洗潟、その周辺の歴史文化をあわせた取り組みを行

っていく必要がある。 

 ○砂丘や御手洗潟の保全も、佐潟の周辺自然環境の一つとして、保全のあり方や活

用等について検討していく必要がある。 

 ○御手洗潟の環境改善が必要(ヘドロの堆積や不法投棄など) 

４ 今後の取り組み 

○赤塚・佐潟地図研究会の会議を継続し、赤塚や佐潟とあわせて砂丘地も紹介する

マップを作成する。 

 ○ガイドの活動を通して、砂丘及び御手洗潟も含めた佐潟周辺の自然や歴史等の魅

力や、佐潟、御手洗潟の水が赤塚の砂丘地農業を支え、潟の恵みが人々の生活を

支えていることなどを情報発信していく。 

 ○御手洗潟の活用として、途絶えていた中道の復活を関係部署と協議しながらすす

めていく。 

参考：御手洗潟の中道について 

御手洗潟には、かつて潟を横

断する通路があり、地元の方々に

利用されてきたが、現在は途絶え

てしまっている。航空写真によると、

昭和 58 年 5 月に撮影したもので

も、道がかろうじて半分残っている

様子が確認できる。 

(なお右の写真は昭和50年 11月

撮影のもの) 










